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2014 年 11 月 30 日 87 号 

 

「グループ中国だい好き」会報            

『中国だい好き』   
     我们很喜欢中国! 

Women hen xihuan zhongguo! 

 

 

靳明全先生のお話 

当前中国城镇人住房及变化 以重庆市区为例 

現今の中国、都市住民の住宅問題とその変化 

―重慶市を例として― 

 
9 月 2 日（火）10：00～11:45 まで、中国語教室の会話班の授業時間を利用して、靳明全

先生（重慶師範大学教授）に、「現今の中国、都市住民の住宅問題とその変化―重慶市を例

として―」についてお話をしていただきました。通訳を会話班講師の金野蓓蕾先生にお願い

しました。12:15 からは会場を華屋与兵衛に移し、昼食をとりながら交流を深めました。 

 

 

 

 

 ある大学教授の住宅の歴史 

文化大革命以前：父親の職場（重慶市衛生局勤務）が分配してくれた 10 ㎡の家に、両親、

弟、妹と 5 人で住む。両親と妹が 1 台のダブルベッドを、先生と弟が 1 台のシングルベッド

を使っていた。台所は建物の廊下に置かれた竈（かまど）と 1 台のテーブル、トイレは公衆

便所でした。 

文化大革命時：５人家族が２０㎡（先生と弟はそのうちの６㎡）の家に住む。元々は、文

革開始時に、重慶市内でもっともにぎやかな場所に建てられた２階建て８０㎡の公衆便所。
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四川省の指導者に資本主義のトイレだと批判され、市衛生局が職員に分配のため４軒の住宅

に改造したものの一つだった。 

結婚：先生が結婚すると、弟は成都に働きに行き、妹は嫁いでいった。勤務年数が短く自

分の家を分配されるには足りなかったので、先生は両親とずっと一緒に住んだ。 

1988 年：重慶師範大学の講師になる。先生と奥さん、息子さんの 3 人は大学の職員住宅の

一つ 12 ㎡の部屋に住む。台所は建物の廊下にあり、トイレは公衆便所。 

その後：中国の都市における継続的な住宅建設の発展にしたがって、先生の家の広さは 12

㎡から 60 ㎡、90 ㎡、153 ㎡、そして 200 ㎡にまでなった。 

2008 年：大学当局は 153 ㎡と 200 ㎡の住宅を、１㎡ 1500 元から 2700 元で売り渡してくれ

た（それぞれ 22 万 9500 元と 54 万元）。仮に当時の 1 元を 15 円とすると 344 万 2500 円と 810

万円になる。 

 

重慶市における住宅問題の現状 

靳先生自身が経験してきた住宅に関する変化は、重慶市高等機関に働く人と重慶市に住む 

人々の変化を代表しているそうです。 

 現在、重慶市内で家を持っている人の平均居住面積は 30 ㎡だが、まだ 90％の人はその居

住水準に達していない。しかし、ある種の公務員や商売のうまくいった人たちは先生よりも

ずっと大きな居住面積をもち、汚職役人たちは先生の何倍もの数の家を持っている。 

 過去のある時期、家は賄賂の重要な手段として使われた。十数か所から数十か所の家をも

つことが汚職役人の標識（しるし）だった。 

家は実業人の経営手段にもなっている。2000 年前後、重慶市内で１㎡が 1000 元だった家

の値段が 20008 年に１㎡ 6000 元、12 年には１㎡で 10000 元になった。 

もしも 2000 年に 200 ㎡の家を買った人が 2012 年に売り出せば 180 万元の儲けになる。し

かし、12 年に家を買った人が売りに出そうとして損をしたという。13 年後半から現在まで、

重慶市の不動産の売値は下落しているそうです。 

 

若者の住宅難 

現在重慶市の市区での平均居住面積が30㎡とすると、基本的に住宅問題は解決している。 

しかし、若者が結婚しようとするなら、男性は家がなければお嫁さんをもらうのはたいへん

むずかしい。若者が結婚前に家を持っているとしたら、一般的には、両親が用意してくれて

いたか、銀行ローンによるかのいずれかの場合である。 

 

 都会に入って来る農民工、および学校を卒業して就職した若者たちの住宅問題を解決する

ため、重慶政府は条件に合えば、50 ㎡の家を月 500 元で提供するという賃貸政策を打ち出し

た。だが、安い値段の家は少ないのに必要とする人は多い。抽選に当選するのは難しく、加

えて安い家を分配するのに不正の風潮がある。 

 だから、重慶の市民で勤務年数が長くない多くの若者たちと、職場で待遇に差がある多く

の人々は、今日に至るもまだ一軒の低家賃の家さえもっていない。 

 重慶市民がこの問題を解決するには、まだある時間が必要である。しかし、市民の住宅問
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題を解決することができた時、重慶市は真に調和のある公平な社会になったといえる。 

 

 お話をうかがって 

靳明全先生にお話をうかがうのは今回で３回目になりました。第 1 回目は 2012 年 7 月に、

「現代中国学生事情―現在の中国大学生に見られる五つのタイプ―」、2 回目は本年 2 月、「現

今の中国老人、退職後の 3 種類の暮らし方―重慶地区を例として―」でした。 

 いずれのテーマも私たちにとって普段聞くことのできない、現在の中国の大学生や老人た

ちの具体的な意識や生活の姿を知ることのできる貴重なものでした。 

 第 3 回目にあたる今回は、靳先生ご自身の経験を踏まえて、過去 60 年近い中国の住宅事

情を振り返り、現在の状況を説明していただくもので、たいへん面白かったです。 

靳明全先生の息子さんは今年の4月から、山形大学大学院で数学を勉強しています。今回、

先生は重慶師範大学の夏休みを利用して来日されました。息子さんが大学院を修了するまで、

先生は今後も何回か来日されることでしょう。これからも先生のお話をうかがうことができ

るのが楽しみです。 

 

 

2014 年 中国の魅力を知る講演会 第２回 

中国の高齢者問題について 
 

10 月 12 日（日）13:00 から市民プラザ会議室で、2014 年度‟中国の魅力を知る”第 2 回目

の講演会「中国の高齢者問題について」がありました。講師の宮秋氏は社会福祉士（ソーシ

ャルワーカー）、精神保健福祉士（精神科ソーシャルワーカー）で、「NPO 法人 アジアンロー

ド」、「NPO 法人くるめ一歩の会」の理事

長です。 

 

宮秋氏は「中国だい好き」創設者の一

人（もちろん現会員）。 

 現在は北区に事務所のあるアジアン

ロードでの仕事が全体の四分の一。社会

福祉事務所「寄りそい」での障がいや高

齢のため判断能力のない人、落ちた人の

成年後見人の仕事が四分の二。 

残りの四分の一を、都市農地の保全と 

福祉をつなげるという目標のもと、くる 

め一歩の会で精神障がいのある人とも

いっしょに農作業や食堂を運営してい

ます。 

           年表的プロフィール 

1987 年：中国大連・遼寧師範大学に語学留学（1 年間）。 

1991 年：故山本潔氏らと「中国だい好き」を結成。 

1991 年～99 年：東久留米市議会議員。 

1993 年：中国大連より「障害者と福祉の交流」団（団 

   長・張書恵大連副市長）を招待、交流をもつ。 

   その後毎年、中国との交流を続ける。 

1996 年：中国大連市障害者連合会より「海外名誉理事」 

に就任。 

1999 年：NPO 法人アジアンロード設立 

2004 年：NPO 法人くるめ一歩の会設立 

2006 年：社会福祉士(ソーシャルワーカー)、精神保健 

福祉士（精神科ソーシャルワーカー）の国家資 

格を取得 

2008 年：日本社会事業大学大学院博士前期課程卒業 
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また、東久留米総合高校で、社会福祉の授業の講師を務

めています。 

 

宮秋氏は日本社会事業大学の大学院で「地域福祉論」を

専攻しました。個別の高齢者福祉、障害者福祉、児童福祉

でなく、地域という面をどう変えたらよいのか、地域に場

や機能をどう作ったらよいのかという角度から、研究者、

専門家としてではなく、現場の実践者として「みんなの幸

せ」をめざして活動しています。 

 

著書、論文に「包み込む支援―精神障がい者、アジア人

留学生を中心に」(『独立型社会福祉士』（ミネルヴァ書房、2014 年）、「本人に可能な限り寄

り添う支援者になる」（『現場主義』No2、現場主義編集部、2012 年）、「交流を通じて、アジ

アの人びとに寄り添い、そしてつながる」（『コミュニティソーシャルワーク』No.8、中央法

規出版、2011 年）、「農業を媒介とした人と人とのつながりの中にフラットな関係をつくる」

（『ゆうゆう』62 号、朋文社、2012 年）など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一歩の会では畑を借りて無農薬野菜を作っている。滝山 5 丁目商店街の一角に事務所兼「いっぽの台所」がある。月、火はラ

ンチ＆カフェの日。500 円で野菜たっぷりのランチが食べられる。コーヒーは 200 円。水、金はカフェの日。事務所では毎朝自分

たちの畑から収穫してくる新鮮な野菜のほかに、各種の自然食品を販売している。 

 

 

 

アジアンロードの事務所兼男子寮が今年の 10 月に引っ越した際、パーティーを開きお祝いをした（左）。事務所の最寄り駅は東

十条。別の場所に女子寮もある。留学生を講師とした中国語、韓国語、モンゴル語などの語学教室がある。アジア各国の料理教

室は人気が高い。内モンゴルとの国際交流は毎年のように行われる。 

  
 

●一歩の会、いっぽの台所 

●アジアンロード 

http://image1-2.tabelog.k-img.com/restaurant/images/Rvw/22581/22581445.jpg
http://ameblo.jp/ipponomise/image-11954309521-13133735847.html
http://image1-1.tabelog.k-img.com/restaurant/images/Rvw/22581/22581438.jpg
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上海の介護施設視察 2008 年 

アジアンロードの中国語教室で「ハングルで学ぶ中国語」の講座を開いた際に知り合った

林さん（大正大学大学院で高齢者福祉を専攻）と、上海の介護施設の見学、介護セミナーの

開催を計画。上海市民生局を通して日本の社会福祉協議会にあたる組織と連絡をとり、計画

を実行した。介護セミナーのために日本製のオムツや介護用品を持っていったが、上海には

値段は高かったがそれらはあった。 

JICA から介護技術の指導のために北京に派遣されてきていた日本人の協力も得られた。婦

女連が中国の農村女性の職業教育としてヘルパーの養成をねらった講座の講師として派遣

されてきていた。しかし、彼女たちは高齢者のためのヘルパーの仕事よりも、都会の子ども

の相手をする（家政婦、保母）ほうが良いし給料も高い、どうせならそのための職業教育を

受けたいというのが本音だったようだ。当時、北京で高齢者向けの介護技術の指導をすると

いうねらいの実現はたいへんだったようだ。 

 

●金色港老人ホーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●上海第 2 福利院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社会工作（ソーシャルワーク）」と「社会工作師（ソーシャルワーカー）」 

 現在、中国のほとんどの大学には「社会工作」という専門課程がある。フフホトでは内蒙

古大学のほかに、工業大学、農業大学、師範大学などに「社会工作」の授業がある。 

  

  

上海第 2 福利院は高級有料老人ホーム。建物は大きくてりっぱだったし（中）、トイレと機械入浴の設備も完備していた（右）。 

「日本の方が見学に来られたこともあります」との説明もあった。日本で普通に見られる、地域で見守る「安心電話」のサービス 

もやっていた。海外の施設の進んだやりかたをどんどん取り入れているようだった。 

 

金色港老人ホームはデイサービス+有料老人ホーム+ホームヘルパーの派遣をやっている。香港から上海に移住して、このデ

イサービスで社交ダンスなどを楽しんでいる人もいた。有料老人ホームは24時間介護付きで、個室（右）に併設されるようにヘ

ルパーが常駐する部屋があった。入居者は役所の元幹部と軍元軍人が多かった。 
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これまでに高齢者福祉、障害者の福祉などについて講義をしてきた。今年は内蒙古大学で

日本の NPO(非営利組織)について話しをした。担当の先生は台湾の大学出身、ロンドンの大

学で博士号を取り、内蒙古大学に招聘された人だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フフホトの介護施設見学 2011 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内蒙古大学での「アジアンロードによるソーシャルワーク講

座」の案内  宮秋氏など5人のメンバーが、2012年3月17、

18 日の両日(8:30～5:30)集中講義をした。 

  ポスターには、「日本社会工作发展与经验」「日本大地震后

社会工作救援行动」「日本学校社会工作实务和经验」「老年

人虐待的辨认与对策」「日本社会工作概况」と講義テーマが

紹介されている。宮秋氏は最後に「日本のソーシャルワーク

の概況」について講義している。 

  中国では 2008 年 6 月より、毎年 1 回社会工作師（ソーシャ

ルワーカー）の国家職業資格試験が実施されている。いまで

は200以上の大学に「社会工作」の専門課程が置かれ、毎年

1 万人以上が巣立っている。 

  しかし、給与や待遇面での不満から、いったん社区（地域コ

ミュニティー）に就職しても転職する率が高く、その改善の必

要性が叫ばれているという。 

 

 

 

 

 

   

   

もともとは一般用のマンションだったが、高齢者用の施設になった。元気な人たちは麻雀や踊りを楽しんでいた。この建物に

はエレベーターがない。2階のベッドで寝た切りの人（右）は、1階におりたい場合、自分が乗った車椅子を大勢のスタッフに担

いでもらわないといけない。ここには北京の JICA 人にも行ってもらった、日本から介護の様子を写したビデオを持参し見ても

らった。こうやるんだ、技術の習得が必要だねと理事長は言っていたが・・・・・・ 

 

 

 

 

●和祥老年公寓 

●グループホーム 

 

普通の民家（平房）を利用した施設 ごく小規模なグループホーム的な施設と言っていいだろう。理事長の奥さんが看護

士で、仕事を持ちながら手伝っている。建物は民家なのででこぼこがあり、車椅子も古いもので重く、移動は力仕事という

感じだった。家族が世話できないからここに入所させているようだった。でも面会にはきているとのことだった。 
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高齢化社会と高齢社会 

 世界的には、65 歳以上の人が人口の７％になると高齢化社会、14％になると高齢社会と言

っている。長生きする人が多くなるということはいいことなのだから、「高齢化そのもの」

は問題ではない。問題は高齢化のスピードがあまりにも速くていびつな人口構成になるとい

うことである。 

 ヨーロッパの国々は高齢化社会から高齢 

社会になるのに 40 年以上かかっているの 

に、日本はわずか 24 年、そして 2012 年に 

は高齢化率 24.1％という世界一の超高齢 

社会となっている。 

 ちなみに東久留米市は 2010 年 24.1%で 

全国平均だが、滝山団地は 41.0%。東久留 

米団地やひばりヶ丘団地は建て替えで新し 

くなったので、若い人が入り、高齢化率は 

少し下がっているかも知れないが……。 

（超高層団地における安心居住の支援方法に関 

する実践研究―滝山団地における大学・団地自治会・都市再生機構（UR）との連携 平成 24 年度日 

本社会事業大学社会事業研究所 社会福祉実践研究事業報告書デジタル版）。 

 

中国の高齢者問題  

 中国が高齢化社会になったのは 2000 年だが、2027 年には高齢社会に突入すると予想され

ている。日本の 24 年につぐ、27 年というスピードである。中国の合計特殊出生率（一人の

女性が一生に産む子供の平均数）は 1.18（2010 年）。一人っ子政策の影響もあるが、都市部

では 0.88、鎮では 1.15、農村部では 1.43 となっている。 

少子化により総人口の減少が進んでいる日本でさえ、同年の合計特殊出生率は 1.37、東京

は 1.09、沖縄は 1.78 という数字である。 

 

「４－２－１」とは 

4 人の双方の父母、一人っ子同士の夫婦、そして彼らの子どもの一人の 7 人で構成される

家族関係を指す言葉。一人っ子政策の影響で、中国は逆ピラミッド型扶養パターンに直面し

ている。 

＊中国では、一人っ子政策のもとでも漢族以外の少数民族に対しては 2 人まで子の出産を認めていた。 

 2011 年 11 月、河南省で「夫婦がともに一人っ子であるか、または農村戸籍の夫婦で第１子が女児 

であった場合に第２子の出産が認める」ことになり、以降、中国全土で、条件付きではあるが第 2

子の出産が認められるようになっている。 

 

中国の高齢者問題の特徴 

① 高齢化が急速に進んでいる。世界で唯一、高齢者人口が 1 億人を超えている。 

② 「末富先老」：先進国では GDP が 1 万ドルを超えてから高齢化社会に入ったが、中国の場

  国 高齢化社会 

（７％） 

高齢社会 

（14％） 

所要年数 

日本 1970 1994 24 年 

ドイツ 1930 1972 42 年 

イギリス 1930 1976 47 年 

フランス 1865 1979 114 年 

アメリカ 1945 2014 69 年 

中国   2000 2027（予想) 27年（予想） 

高齢化速度の国際比較 

＊高齢化社会（7%～14%）、高齢社会（14%～21%）、超高齢社会（21%～） 
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合、全国平均で 5000 ドルを超えたばかりだった（2011 年）。国全体が富んでいないにも

かかわらず高齢化社会にはいっている。 

③ 地域間にアンバランスがある。2000 年:都市部＝6.4% 農村部＝7.5% 2010 年:都市部

7.8% 農村部=10.1% 

 

中国の高齢者の特徴 

① 収入源：家族扶養が 40.7%といちば

ん多い（日本と違って子どもが親

にお金を渡して世話をしているこ

とによる）。 

次は労働収入（29.1%）。都市住

民は 60 歳で定年になるが、農民は

60 歳以降も現役として農作業を続

けることによる。 

② 健康状況：中国の要介護者は 2015

年の予測で 18.5%。日本の場合

18.2%でほぼ同率である。 

③ 居住状況：以前は所属「単位」か

ら住宅を分配されていたが、現在

は高齢者自身が自宅を持っている。 

またこの 10 年間、施設への入居希

望率は減少してきている。 

高齢者は増えてきているのだが、

施設ではなく在宅で介護を受けた

いという希望が多く、それに応え

ようとしている状況を数字の上か

ら読み取ることができる。 

しかし、「空窝家庭（空巣家庭）」

の率も高まっており、中国でも核

家族化が進んでおり、親子の別居により、高齢者だけの空巣家庭が増えていることがわ

かる。 

 

中国の高齢者政策の特徴―「９０－７－３」とは 

 日本では家庭や地域での介護力の低下から、介護の社会化が問題となり、2000 年に介護保

険が導入された。しかし、中国で介護保険制度が導入されるかどうかはわからない。 

 「高齢者の 90%が在宅で、7%がコミュニティー施設で、3%が養老施設で老後生活を送る」

（中国全国老齢工作委員会 2008 年発表）。これが中国の基本的な方向性である。 

 「90－７－３」というのは、中央政府がいきなり掲げた数字目標ではなくて、上海（90－ 

８－２）や北京などの地域でやった経験をふまえている。母体は 90％は家庭で、というとこ 

●収入源 

養老金&退職金:24.1%（都市 66.3%、農村 4.6%） 

家族扶養:40.7%（都市 22.4%、農村 47.7%） 

労働収入:29.1%（都市 6.6%、農村 41.2%） 

＊社会保険加入率と収入状況 

  養老保険加入率:都市 84.3%、農村 34.6% 

  医療保険加入率:都市 95.3%、農村 98.3% 

  養老金（月平均）:都市 1527 元、農村 74 元 

  支出状況（年間平均）:都市 15,819 元、農村 4,759 元 

●健康状況 

中国の要介護者＝失態老人(自立生活能力喪失者)+半失 

態老人(一部喪失者)＝4,100 万人 22,100 万人の 18.5% 

2015 年予測 

日本の要介護者＝580 万人 3,186 万人の 18.2% 

＊失態老人（自立生活能力喪失者）：着衣、トイレ、就寝、起

床、入浴、室内移動の 6 項目のうち一つでもできない人。半

失態老人（一部喪失者）：困難を感じる人。 

●居住状況 

 自宅所有：75.7%（都市部）、71%（農村部） 

子ども所有:14.8%（都市部）26.5%（農村部） 

賃貸（政府）：4.9%(都市部)、0.2%（農村部） 

賃貸（民間）：1.6%（都市部）、0.4%（農村部） 

その他:3.0%（都市部）、1.8%（農村部） 

＊空巣家庭（高齢者世帯）が急増 

 都市部:42.0%（2000 年）→49.7%（06 年）→54.00%(10 年) 

 農村部:37.9%（2000 年）→38.3%（06 年）→45.5%(10 年) 

＊施設入居希望率 

 都市部：18.6% → 11.3% 

農村部：14.4% → 12.5% 
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ろにあるようだ。 

 これに対して、日本は在宅か施設かと 

いう 2 本立てになっている。しかし最近 

は社会的コストの関係から、ベッド数を 

抑えるために施設入所より在宅中心に

なってきており、企業や NPO がさまざま

に取り組んでいる。 

 

「お年寄りの世話は子どもと一緒」 

フフホトの養老施設・松山公寓の施設

長は「お年寄りの世話は子どもと一緒な

んだ」と言っていた。たとえ老人が問題行動をおこしたとしても否定せずに包みこむ、それ

が家族だ。 

自宅にかわるものとして施設がある、そういう気持ちで仕事をしていると感じさせられた。 

 毎年のように、個人でも団体でも施設を見学しているが、そのことによって、施設に中国

の大学で社会工作を勉強している学生たちとのつながりができた。施設が大学の実習基地、

協力基地となり、夏休みに学生たちがボランティアをするようになった。 

 

 自分たちが訪問、見学することにより、施設が向上するきっかけになったりしていると感

じたりしている。90 年代前半、大連市の障害者連合会と相互訪問するなどの交流をもった。

先方はその都度報告を出し、国からお金を引きだしてきたりもしてきた。 

 しかし、自分は途中から大連に行かなくなった。「アメリカに行きます」とか、「ドイツに

行きます」とか言われる状況になった。経済発展の結果なのだろうが、アメリカやヨーロッ

パに比べて実際日本の障害者福祉はまだまだという部分がある。つなぎ役の仕事ができてよ

かったのだと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

   

施設長（左端の写真の女性）の話 こちらの職員（２９人）は農村出身のものたちばかりで、学歴がなく、介護技術もない。その人た

ちの介護技術を上げることが重要だと必要だと痛切に感じている。入所者は９０人近くいるが、その中でも、認知症の方への介護

に苦労しているし、彼らがかわいそう。夜寝ないで徘徊するし、‥‥。昨年１２月にフフホト市民政局社会福利社会事業科の呼びか

けで、パオトウにて研修があった。内蒙古自治区で組織された施設職員が３日間学んだ。１０００元の費用は各施設負担。２００人

以上が集まった。研修の名称は、全区養老機構信息系統軟件培訓班。支援してほしいのは、やはりこちらに１ヶ月とか、２ヶ月、人

に来てもらって介護技術を教えてもいたいことだ。 

 

 

 

 

 

●90-7-3 方式（中国全国老齢工作委員会 2008 年発表） 

①在宅養老：訪問サービス（家庭サービス&高齢者食堂、家政婦 

&補助具設置＆配食＆バリアフリー改造&安否確認） 

②社区養老：デイサービスと」在宅養老サービス 

都市部：社区服務穿設の増設、助け合いや共同参加を促進

農村部：敬老院を軸にデイサービスと短期入所 

③施設養老：施設建設（2015 年末までに 30 床/1000 人高齢者→ 

340 万床） 

＊福祉歳出の動向：①高齢化率に比例していない、②経済発展程 

度と相関。少数民族地域に政府財政投資が多い。 

＊中国老龄事业发展“十二五”规划（2011 年 国務院） 

＊民間資本の参入を奨励（2012 年 民政部） 

●松山公寓 フフホト 
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青島に中国初の介護保険制度が誕生 

 2012 年 7 月より、青島市で中国初の長期的医療介護保険制度が実施された（参考資料:ニ

ッセイ基礎研究所・基礎研レター 「16 歳からの介護保険―中国の「公的介護保険制度」に

向けた新たな取組み―」片山ゆき 2013-9-13）。 

  

 日本では 40 歳から介護保険に加入し、65 歳以降に受給資格があるというのが基本。青島

の場合は医療保険と合体しているので 16 歳から受給できるというところが面白い。 

青島市は 60 歳以上が同市人口の 18.0％を占め、自立生活が困難な高齢者は 26 万人、60

歳以上の人口のおよそ 5 人に１人が日常生活で社会的なサポートを必要としている。 

 

290 万人の医療保険加入者（都市の就労者）全員に強制加入、介護を受けた場合に保険基

金より 96％が支給され、指定病院では 90％が支給される。 

 医療保険の場合、財源は医療保険基金（各企業が支出）なので、被保険者は保険料を支払

っていない。自己負担が少ないのですごいなと思うが、今後どんどん進んだ場合、大丈夫だ

ろうかと気にはなる。青島市の市長さんが頑張ったということなのだろうが…。 

 

中国の社会保障制度 

① 養老保険（年金）、②医療保険（公的医療保険制度）、③失業保険（雇用保険）、4 工傷 

保険（労災保険）、⑤生育保険（育児保険）の 5 種類がある（＊地域によっては住宅ローン

のための保険金を徴収されるケースもあるらしい）。 

 

 生育保険は日本にはない。日本の育児制度は企業が給料の何割かを負担することがあって

も、国の制度としては休むことができるだけである。 

 養老保険（年金）の加入期間は 15 年以上、男子は 60 歳、女子は 55 歳から支給される。 

保険料は個人が賃金の 8％、企業が賃金の 20％を負担する。 

 加入者数は、従業員基本養老保険が 2.8 億人、農村社会養老保険が 3.2 億人。 

 日本と違って「福祉宝くじ」が盛んだ。宝くじの収益が中央、地方に分配され、かなりの

部分が養老保険に振り分けられている。 

 

医療保険の仕組み 

 医療保険は都市と農村と出稼ぎという三層構造に対応した形になっている。 

① 従業員基本医療保険：都市就労者(都市戸籍)は強制加入。出稼ぎ労働者（農村戸籍）は 

任意加入。2.5 億人。 

② 都市住民医療保険：都市住民（就労者）は任意加入。2.2 億人。 

③ 新型農村合作医療保険：農村住民、出稼ぎ労働者（農村戸籍）は任意加入。8.3 億人。 

 

 給付額は 60 歳以上が 300 元、19～59 歳が 600 元、18 歳以下が 100 元。規定額を超えた分

は個人負担となる。給付対象は指定医療機関（3 級、2 級、1 級）のみで被扶養者は対象外。 

＊実際には、地域によって給付額に差がある。上海の場合、金野老師の両親は 800 元支給さ
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れている。また使わなかった場合、翌年に繰り越していくことができているという。 

政府は医療改革を推進し、2020 年に全民医療保障（国民皆保険）を実現することを目標 

にしている。 

 

日本企業の進出 

 大連には日系の介護サービス企業が進出している。日本と同じ金額の有料老人ホームまで

ある。ワタミグループは上海に老人ホームを建てている。セコムも進出している。 

 アジアンロードは小さいし、資金もないので施設はつくれない。できるのは人材養成のお

手伝いをするくらい。日本で経験したことを中国に紹介できればと思っている。 

 

社会福祉とは 

 高校生に授業をする時、障害者はあっちの人じゃない、こっちの人だよということを教え

ている。精神障害が起きるのは 20 代が多いし、身体障害はいつ事故で起きるかわからない。

福祉は障害者やその親だけが考えればいいのではない、高齢者の問題は高齢者だけが考えれ

ばいいという問題ではない。社会福祉はみんなの幸せを求めるものなんだと言っている。 

 

 ソーシャルワーカー（社会福祉士）は、こういう観点に立って社会と個人の間に介入する

という存在である。 

 ここに貧しい人がいるといった場合、それはその個人が貧しいということではなくて社会

との関係の中で貧しくなっているのかもしれない。だから、ソーシャルワーカーは社会にも、

個人にも、その間にも介入する、これからますます必要な存在だと思っている。 

 

 残念ながら、役所、行政にはまだ福祉は自分たちの領域で、制度、サービス行使の決定権

を持っているのだという考え方が残っている。昔は、福祉サービスの恩恵を受けるには、役

所につなげればいいというものだった。今は違う。役所に行く元気がない、生活保護の申請

に行ったが受け付けられずに追い返された、そして飢餓で亡くなってしまったというニュー

スがある。 

 自分からみると、役所の職員はソーシャルワーカーじゃないな、なんでそこでちゃんと話

を聞いてあげなかったのか、「窓口に来てくれたというのは大変なことなんだよね」と言わ

なければいけないのに、残念ながらそうなっていない、今まで通りの対応をしているという

部分がある。東久留米市の場合、社会福祉の専門職の人たちが生まれ始めてきていて、少し

ずつ変わってきている。 

 

 最後に一言 

行政は制度、サービスが十分でないからなんとか制度を作ろうとしている、これは外部化

だ。介護保険もそう。家族や地域の中の介護力がなくなってきたから、介護保険制度をつく

り、なんとか介護の問題を解決しようとしている。 

しかし、外部の力ではなく内部の力、たとえば介護力が低下してきているという状況の中

でその力をどうやったら作り出せるか、なかなかできないことだが、家族関係がどうなのか、
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地域どうやったら変えていけるだろうか、というようなことを考えていく必要がある。 

制度を作っていくとお金がかかる。そうではなくてこれからの時代は「面」を変える、中

身を変えることが大事だと思う。こういう話を中国ですると、面白がって聞いてくれる。 

 

公助、共助、自助 

公助は役所のお金、共助はコミュニティーの力、自助は自分でやる。いま、公助の部分を

どんどん減らして自助に変えようとしている。しかし、公助、たとえば生活保護を減らして

はいけない。 

生活保護を受けている人が 290 万世帯もいるといっているが、この数が極めて少ないもの

だということは学者の中では常識となっている。世界でも常識となっている。 

原因はともかく、生活が貧しいと感じている人に社会が保障してあげるという「捕捉率」

はヨーロッパでは 90％台、それに対して日本の捕捉率は 20％。学者はみんなこのことを知

っているのに声をあげない……。とにかく公助を減らすべきでない。 

しかし、制度云々というと待ってましたとばかりに、自助、共助と言われて困ってしまう

という問題もあり……。 

施設にお願いをするというのでなく、施設も地域に開かれた存在にする、地域（コミュニ

ティー）が施設を作るといった状態にできればいいと願っている。 

 

 

台北・花蓮 楽々6 日間の旅 
 

 中国だい好きは毎年 1 回、9 月初旬から中旬にかけて中国旅行を実施しています。今年は

台湾旅行を計画したのですが、台湾の 9月はまだ暑いということで、10月 21 日～26 日まで、

台北・花蓮 楽々6 日間の旅に出かけました。参加者は 8 人でした。 

台北にはちょうど 5 月から会員の上薗さんが滞在されていたので、彼女に計画を伝えて相

談にのってもらいました。現地の旅行社の選定に始まって、航空券の手配、ホテルの決定、

見学場所や食事をするお店の手配、その他のいっさいをお世話になりました。 

また、参加者が台北に到着してから帰国便に乗るまで、ガイドさんといっしょに終始つき

そっていただきました。あつくお礼申しあげます。非常感謝！ 

 

台北松山空港で上薗さんの出迎えを受けて 
 

                                  川村 隆子   

 

 台北松山空港に到着。晴天 31 度。 

 空港で 5 月から台北へ滞在中の上薗惠さんと、現地の旅行会社の今回ガイドをしてくだ 

さる蘇さんの出迎えを受けました。 
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今回、「中国だい好き」で台湾旅行が決まり、内田先生が上薗さんに現地の旅行について

のお世話をお願いされました。滞在して間もなくの上薗さんは、現地の友人を通じて旅行会

社を紹介してもらい、何度も会社に足を運び交渉してくださり、今回の旅行が実現しました。 

 会話班の授業や餃子パーティーに参加してくださった林さんや、陳さんも上園さんに旅行

会社を紹介してくださったうえ、交渉にもご一緒してくださいました。また、ホテルの部屋

に会いに来てくださいました。久々に会えてとても懐かしかったです。 

 蘇さんも詳しく親切な説明をしてくださいました。上薗さんも四日間同行して、車の中、

食事中に台湾の人の気質、礼儀、環境、等々自分の感じたこと、皆さんの質問にも知ってい

るかぎりで応じてくださり、普通では味わえないすばらしい旅でした。 

 私も台湾の街は緑が多く、清潔で人も親切でとてもよい印象を受けました。 

 

 

台湾と日本は似ている 
 

                                  窪寺 裕子  

 

 島の東寄りに縦に連なる３千米級の山々とそれが削られた深い渓谷の美、近代化の遺産と

言うべき金鉱山の廃鉱跡、そこから見る太平洋の潮の明るさ、街行く人や車中に乗り合わせ

た人達も親しみが持てる。 

故宮博物院の宝物の中では、果物の種子に彫ったという蘇軾と八仙人の乗った船の超ミニ

チュアの彫り物が忘れがたい。 

 

今回も予備知識を持たずに行った私は

ガイドさんの説明に頼るばかりだ。その人

は中年長身の優しい台湾人男性。周到な手

配とてきぱきとした案内、お蔭で良い旅が

出来た。 

日本語は流暢である。彼が運転手さんと

話すのは閩語(ミンご・中国福建省南部で

話される)。日台関係については、日本統

治時代についてもその後のことも、特に説

明はされなかったが、質問すれば気軽に答

えてくれた。 

 

例えば衛兵交代を見た時に徴兵制につ

いて尋ねた。それは１～３年の義務で、彼

自身は通信兵(大変難しかったとのこと)

を３年務め終えてから友人と旅行会社を

 

 

10/21 羽田空港/松山空港=金瓜石=ノスタルジック 

九份観光=台北三徳ホテル 

      全日空 NH1185 10:05/12:30 

10/22 ホテル=台北駅＋自強号 412 号(8:50/10:55)

＋花蓮駅=タロコ峡谷観光=七星潭=光隆大理

石工場見学=花蓮美侖ホテル 

10/23  ホテル=花蓮駅＋自強号 211 号 

(8:45/10:50)+台北駅=野柳地質公園(ジオパ

ーク)=淡水=台北三徳ホテル 

10/24  ホテル=鳥来観光(タイヤル族民族舞踊鑑賞 

   ～トロッコ乗車)=平渓観光(平渓線人気の 

ローカル列車乗車体験、十分滝見学、天燈上 

げ体験)=お茶試飲体験=台北三徳ホテル 

10/25  ホテル=行天宮=龍山寺=中正記念堂=台北

101 景観展望台=DUTY FREE=台北三徳ホテル 

10/26 ホテル=忠烈祠=国立故宮博物館=松山空港/ 

羽田空港  全日空 NH1188 16:50/20:40 

     

 

台北・花蓮 楽々六日間の旅  
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つくったそうである。 

又例えば行天宮参観の折、戦禍について聞いてみると、終戦間際に米軍による台湾総督府

爆撃があつて、この寺が焼けてしまい唯ご本尊は残つたそうである。その日も数十名？の善

男女が本殿前の石畳に立って声を揃えて読経しておられた。 

 

ところで台湾地域の原住民族は住民の２％で 14 少数民族(wikipedia)。アミ族の踊りを見

物した時に「阿美族舞曲」が聞かれるかと期待したがそれは無く、幕間の音楽にムックリ(口

琴)の音を聞いたように思った。これは日本のアイヌ民族の楽器でもある。竹を薄く削って

口の前で弾いて鳴らすものであり、アイヌ族の人に聞いた話では、世界の多くの少数民族が

竹製や金属製の口琴を楽器としているとのことである。 

 

 

台北・花蓮 楽々六日間の旅 

 

長尾 圭介 

 

台湾旅行は時間距離が国内旅行と同じで時差負担もなく、またツアー旅行は 20 年ぶりで

すが、ガイドがいますので乗物や行先の心配が無く、楽々で楽しい旅でした。同行の皆さん

には大変お世話になりました。 

色々な処に行ったのですが、修学旅行みたいにガイ

ドや皆さんについて行くだけですので、美味しい中華

料理を沢山食べた記憶位しか残っていません。帰国後

体重を量ったら 1.5 ㎏太っていました。 

 台湾の街の雰囲気、様子は大陸と大部違った感じが 

しました。通りは大陸で良く見かけるゴミ箱や灰皿が

無く、朝早くから掃除をする人が見当たりません。ま

た環境保護やマナー改善の標語も無く、商店の看板も

個性的で、行きかう人も穏やかで、民主主義の国だと

感じました。 

日本人の旅行客が多く、片言の日本語を話す人が何処にでもいます。文字は繁体字で一寸

難しいですが、何となくわかります。ツアー旅行という事もありますが、異国に来た感じが

しませんでした。 

 

 旅で一番印象に残ったのは故宮博物館です。周代の玉製品と銅器は細工が実に緻密で風格

があり、他の博物館では見られません。また、清朝の歴代皇帝が権力と金を使って作らせた

オリーブの実などの微細な細工物は流石に素晴らしい逸品でした。 

人気の会場は入場規制をしており、２時間程度では全部見きれません。大陸では盛んに遺

跡が発掘され大量の遺物が発見され、歴史的価値のある遺物も沢山ありますが、歴代皇帝の
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嗜好で選別された故宮博物館の貯蔵品は別格だと思いました。新石器時代や周・漢代の遺物

がどのような経緯で故宮に集まって来たのか興味があります。 

また機会が有ればじっくり見たいと思っています。 

 

台湾・花蓮 楽々六日間の旅 に参加して 

 

                             橋場 邦子 ＆ 毅 

 

 今回の台湾の旅は参加者がシニアを考慮したゆったり旅行

でよかったと思います。 

 

 花蓮の一泊以外は台北を中心に同じホテルで 4 泊し、台湾製

の SUPERLET 付きトイレで安心感、観光では自然が造り出した

タロコ峡谷や野柳ジオパーク、そしてタイヤル族とのダンス体

験、1628 年にスペイン人が建設したお城や天燈上げ体験、忠烈

祠の衛兵交代、国立故宮博物館の名品鑑賞、超高層台北 101 ビ

ル 89 階を 37 秒でスムーズに一瞬で登る日本の素晴らしいエレ

ベーター技術も体感しました。 

 思い出深い旅になりました。 

 

 

平成 26 年台湾の旅・備忘録 
 

山下 政太郎 

 

 後期高齢者・濱子の体調（低血糖・膝の痛み・物忘れ）が心配なので、今年の台湾旅行に

も同行することになったのだが、自分の腰痛の方が先にひどくなってきて、皆さんと一緒に

行動できないことが多く、申し訳ない 6 日間だった。 

 

 台湾は 6 年前に JTB のパックツアーに参加して一周したことがあった。今回は台北市内に

4 泊もする日程だったので前回とは異なる期待感があったのだが、旅行 3 日目に花蓮から戻

ったあと、基隆港から市の中心部を経て野柳、淡水……と台湾の北海岸を回ったのが僕には

大きな収穫だった。6 年前の高尾、墾丁､ガランビ岬と合わせると、とにかく台湾島をひと回

りしたことになったからである。 

 

 連日いろいろな所を見て回ったが、僕は４日目の「烏来」が特によかったと思っている。 

くねくねと曲がった谷沿いの山道を小一時間も走った先に小さな集落が現われて、対岸の絶

 

野柳ジオパーク 女王様に見えませんか？ 
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壁から一気に落ちる豪壮な滝が最初に我々を迎えてくれたのだが、街全体はひっそりと静ま

り返っていて観光客の姿はほとんど無かった。 

 崖の下を走る狭い道沿いの旅館の玄関前で車を降りたら、両側に原住民姿の若者が並んで 

いて、何やら歓迎の歌らしいもので我々九人を迎えてくれた。 

 

 しっかりした日本語を話す年配の女主人

の案内で２階に上がって一休みしたあと、別

館に移って原住民タイヤル族の伝統的な踊

りを観たのだが、ガラガラの客席を前にして、

跳んでは転がり、また駆け巡る男女数人の激

しい踊りが３０分余も続いてから（途中、生

首を下げた若者が森から飛び出してくる場

面があったのには驚いた）、最後には観客全

員が駆り出されて舞台に上がって手を組んで踊って、和やかな雰囲気で終わった。 

 そのあと、３階の広い食堂に案内されて昼食になったのだが、次々と出てくる各種山菜の

郷土料理はなかなかの味だった。女主人が卓を回って食事が終わるまで日本語のサービスに

努めてくれた。 

  

旅館の前の車道を渡って急な階段を下りた先の渓沿いに何軒かの店が並んでいたが、その

１軒の店の奥から先ほどの若い踊り手が笑顔で手を振ってくれた。民族ダンスが終わったあ

とは店に戻って店番をするらしい。 

 その先からは名物のトロッコ電車に揺られて次の老街に向かったが、この頃になってやっ

と他の観光客がちらほらと姿を見せるようになった。 

 

２日目の目玉だったタロコ渓谷は新しいトンネルが何本か出来て車も随分走りやすくな

っていたが、その分、以前の荒々しさが消えてしまったように感じた。タロコは東海岸第一

の景勝地なのだから、より便利に……と観光地化は避けられない運命なのだろうが、ちょっ

と寂しい気がした。 

 

最終日の故宮博物館では入り口の行列で早くも腰が痛みだしたので、白菜の名器は見ない

ことにして濱子と４階の茶室・三希堂に直行してゆっくり休んだ。「三希堂」の名は清の乾

隆帝の書斎名から採ったものだそうだが、出されたウーロン茶の味は九份の阿妹茶楼の方が

格段に良かったような気がした。 

少し元気になったので、２階に降りて殷・周の青銅器の展示室を回ったのだが、饕餮文の

名品がずらりと並んでいて目が離せず、気が付いたら時間が一杯になっていた。残念だった

が書・陶磁器の展示室は素通りして出口に向かった。 

 ６年前の故宮博物館はもっとひっそりしていてゆっくりと回れたように思う。去年あたり

から中国、韓国がなんとなく物騒になってきたので、日本人観光客が台湾に集中しているの

かも……と思った。                  （平成２６年１１月８日・記） 

 


